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日 曜 行  事  等 

１ 木 
廃品回収（31 日まで） 
委員会① ４年生６時間 

２ 金 学芸会一斉作業日（５時間授業） 

３ 土  

４ 日  

５ 月 学芸会特別時間割開始 

６ 火 旭川市教育研究大会（臨時休業） 

７ 水 朝会（認証式）図書 

８ 木 児童総会 

９ 金 演目説明会職員会議（学芸会演目説明） 

10 土  

11 日  

12 月 スポーツの日 

13 火  

14 水 保育所総練習 図書 

15 木 総練習 反省会議 ５時間授業 

16 金 前日準備５時間授業 

17 土 学芸会 

18 日  

19 月 振替休業日 

20 火 
後片付け ALT 来校 
スクールカウンセラー来校 

21 水 引落日 東鷹栖中職場体験学習 図書 

22 木 自動車文庫 

23 金  

24 土  

25 日  

26 月  

27 火  

28 水 図書 

29 木 生活振り返り集会 朝会 

30 金 職員研修日 

31 土  

 

《１０月の生活目標》 

「思いやりのある行動をしよう」 
 

 

 

 

体育の授業や休み時間、いきいきタイムでの
体力づくりなどで練習を重ね、各自の目標に向
けて精一杯走りました。ご声援いただきました
保護者の皆様、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 

 秋の森林の様子について、突哨山を観察してきま

した。植物や昆虫について、春夏の観察と比較しな

がらまとめて、収集した木の実や葉っぱで作品作り

を行います。焚火体験も行いました。 

昨年度もお世話になった
前川先生を講師に迎え、3・
4 年生、5・6 年生で書写の
出前授業を実施しました。
皆さん、力強い字を書いて
いました。10 月 2 日(金)に
も授業があります。 

５連休のシルバーウィークを終え、暑さも一段落。風に秋の訪れを感じる季節となりました。本日、9 月

30 日は、今年度の折り返し地点。明日からは後半が始まります。まずは、保護者・地域の皆様の温かいご理

解とご協力に、心より感謝申し上げます。 

さて皆さんは、今川義元の「むごい教育」という話を聞いたことがありますか。「むごい教育」と聞くと、

どのような教育を思い浮かべますか？ 厳しくしつけることでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹千代を徹底的に甘やかし、つらいことにすぐ弱音を吐き、気力のない骨抜きのダメな人間に育てようと

したのです。つまり、「むごい教育」とは「厳しい教育」ではなく「甘やかすこと」だったわけです。もしも、

徳川家康が今川義元の言葉通りの生活をしていたなら、天下統一をするような力を付けることはなかったか

もしれません。 

現代と戦国の時代を同じように比べることはできませんが、今は子育てがとても難しい時代です。なぜな

ら、今の日本には物があふれ、好きなものや食べたいものが何でも手に入り、子どもが我慢をする機会が少

なくなったからです。そして何より難しいのは、我慢を教えようと思ったら、子どもを取り巻く大人（教師や

親等々）が我慢をしなくてはならないという点です。 

将来、子ども達に幸せな人生を送ってもらうために、今、目の前にいる子ども達を『真に大切にする』とい

うことはどういうことなのかを、私自身いつも自問自答しています。 

人は、楽な方に流されてしまいがちです。苦しいことを経験せず、目の前の楽しさや快適さだけを与えて

いては、変化の激しく予測が難しい現代を生き抜いていく力を付けることはできません。ちょっとしたこと

でくじけない心を育てるには、子どもが乗り越えられる程度の苦難や試練も時には必要です。子どもが悩ん

だり、困ったりしている時に、大人がすぐに解決してやるのではなく、子ども自身が解決していけるように、

そばで見守り、一緒に考えることも大切な教育です。子どもが困っているとついつい手を出してしまいたく

なりますが、グッと我慢。それは最後の手段です。学校でも家庭でも、知らず知らずのうちに結果として「む

ごい教育」になっていないかを考え、「生きる力」を身に付けた子ども達を育てていきたいと考えております。 

（右下の欄へ続きます。） 

江戸幕府を開いた徳川家康が、まだ竹千代と呼ばれていた８歳の頃のことです。今川義元は、人

質に取った竹千代の才能を見抜き、いずれ面倒な相手になると考え、家来に「竹千代には『むごい

教育』をせよ」と命じました。 

数日後、義元は家来を呼んでどのような「むごい教育」をしたか尋ねました。家来は「早朝から

夜寝る時まで駆け足で行動させ、粗末な食べ物しか与えず、昼は馬術や剣術、夜は学問と、休憩も

ほとんど取らせず非常に厳しくしており、これ以上にむごい扱いはないというほどにしておりま

す。」と得意気に答えました。   

しかし、それを聞いた義元は激怒し、「それはむごい教育ではない！」と語気を荒げて家来を叱

りつけました。そして、「寝たい時には好きなだけ寝させよ。」「朝から晩まであふれるほどの贅沢

な食事を三食与えてやれ。」「夏は涼しく、冬は暖かくしてやれ。」「武術や学問は無理にやらせなく

てよい。」「本人が望むものは何でも与え、好き勝手やらせるのだ。」と命じました。 

そして、最後に「そうすれば、大抵の人間はダメになるから。」と言ったそうです。 

現在、校内には子ども達の元気な声やダンス、演奏の音が響き渡っています。10 月１７日に控えた

学芸会に向け、一人ひとりが自分の役割と向き合い、練習に励む姿からは、この半年間での大きな成長

を感じます。 

一方で、旭川市内でも最近インフルエンザによる学級・学年閉鎖の報告がされています。今年度は例

年になく早い時期から、感染症への配慮が欠かせないようです。 

学校という場所は、子ども達が安心して挑戦し、安心して失敗もできる舞台でなければなりません。

万全の準備のもと、子ども達が、「難しいから」「失敗したくないから」「面倒だから」といった様々な試

練にも立ち向かい、乗り越えていくことができるよう、そして最後には「やりきった」という達成感を

得られるよう、教職員一丸となって後半戦も支えて参ります。 

保護者・地域の皆様には、後半戦もご支援・ご協力の程、どうぞよろしくお願いいたします。 



 
地域の皆様には、春と夏にもたくさん

御協力いただきありがとうございます。
今回は下記の日程で行います。ご不要の
物品がありましたら、お手数ですが、お
持ちくださいますようお願いします。 
 

【期間】 １０月１日（木）～３１日（土） 

【場所】 近文第二小学校 

 

ご協力、よろしくお願い致します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

PTA 特別会計にて大型
テレビを購入していただき
ました。学校祭に向けた練
習などで有効活用していま
す。７５型のチューナーレ
ステレビです。かなり大き
な画面で体育館でも明瞭に
見ることができます。 

PTA の皆様、ありがと
うございました。 

 交通安全についてダミー実験を通して学ぶ「交通

安全ダミー実験教室」を 9 月 24 日(木)に実施しまし

た。代表児童が運転席に座り、バスの周りに他の児童が

座ると視界から人がいなくなる死角体験や、交差点で

はトラックなど大きい車には内輪差があって後輪が歩

行者や自転車の近くを通るので交差点ギリギリに立っ

ていては危険であること等を学びました。とても勉強

になる時間を過ごしました。 

9 月 15 日(火)に小規模校実
習で 12 名の大学生が来校して
授業参観やこおりおにや、ドッ
ジボールを楽しみました。50
名近くで楽しい時間を過ごすこ
とができました。お別れの会で
は外川児童会長から感謝の言葉
を伝えました。 

9 月 5 日(土)１８：４５～見守り活動に参加いただ

きありがとうございました。当日は、18 名の皆様に

参加いただきました。遅い時間にもかかわらず、子ど

もたちの見守りのためにお集まりいただき、ありがと

うございました。大きな問題なく終えることができま

した。今回のような活動があるからこそ、児童の安全

な生活が守られていることを実感致しました。ご参加

の皆様、ありがとうございました。 

北部地区 PTA 連合会教育講演会 
 
9 月 4 日(金)18 時から陵雲小学校にて

北部地区の PTA 教育後援会がありまし
た。お笑い芸人「新宿カウボーイ」の
「かねきよ勝則 氏」を迎えて「楽しく
生きる」をテーマに講話いただきまし
た。近文第二小学校からは教養部の方達
にご参加いただきました。遅い時間帯
で、ご多用中にもかかわらず、ありがと
うございました。 
 

後期児童会に向けての役員選挙が行わ
れました。会長には扇間らんさん、副会
長には小野萌以さん、書記には扇間杏梨
さんが立候補して当選しました。後期の
児童会活動では近文第二小学校を先頭に
立って引っぱっていってくれます。よろ
しくお願いします。 

前期児童会では、会長の外川陽依さ
ん、副会長の川添あかりさん、書記の外
川翔大さんが、いじめ防止運動やあいさ
つ運動など、いつも先頭に立って取り組
みました。お疲れ様でした。 

9 月 29 日(火)、図工
の授業で松本喜美子先生
を講師に迎え、陶芸教室
を実施しました。一人ひ
とり、土を練って伸ばし
て、思い思いの作品作り
をしました。焼き上がり
が楽しみです。 

「今日からきみも消防士」という題で出前授業
を実施しました。消防士の訓練の様子や火災の
様子など詳しい資料で説明いただきました。放
水体験もさせていただきました。 

9 月 7 日(月)に
３・４年の音楽授
業で、音楽の出前
授業を行いまし
た。アイヌ文化の
踊りやリズムを交
えた遊びなど学習
しました。 

本日、前期「あゆみ」を配付しています。

後期からの学習の励みや、新たな目標を決め

るための材料として活用をお願いします。授

業や学習・生活のことで相談がありました

ら、学校または担任まで連絡ください。 


